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＜連絡事項＞
・合併症室トイレ内の水道の蛇口修理完了しています。

・受け持ち患者様のインフルエンザ接種希望の確認をお願いします。職員のスケジュールについては後日案内予定。

＜入室状況＞
【入院】
・柳沢　トシ様～東病棟Cユニット5号室

【退院】
・砂庭　清治様～施設入所の為退院となる。
・榎木平　峰子様～自宅退院となる。
・木村　聡様～自宅退院となる。

【転出】
・東野　愛様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット28号室

[bookmark: _GoBack]【ユニット移動】
・泉川　ケイ子様～東病棟Aユニット15号室→東病棟Bユニット1号室
・晴山　美智子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟Aユニット15号室

＜患者様連絡事項＞
・今井　俊久様～本日よりアルコールプログラム開始となる。高齢者用ではなく成人用で実施予定。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・和田　純弥様～終日隔離中。午前9時～午後16時までの開放観察実施。自室開錠するが終始臥床し過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前9時～午後16時までの開放観察実施。入浴中女性スタッフへの粗暴行為あるが、しばらくすると落ち着いた様子となる。安静時はマットレス上に横臥して静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中過剰な飲水要求隠れ飲水行為無しく入室の拒否、抵抗無し。対面時誇大妄想聞かれるが攻撃性、粗暴性は無く口調は穏やか。身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。自室開錠するが終始臥床し過ごされている。スタッフ見守りにて入浴実施している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・下道 ユミ子様～身体拘束中。バイタルサイン異常なく、経管栄養トラブルなく実施。拘束部位の循環障害・皮膚トラブル無し。身体拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜深澤Dr.診察＞
・藤井　崇史様～被害妄想や不安感は持続している。就床前薬変更後、睡眠は取れている。臨時薬同内容にて継続。

・飯田　修子様～易怒性目立たず、精神状態は安定している。臨時薬とフルデカシン筋注は継続。次回9/30予定。

・高田　啓悦様～次回他科受診時、長めに処方を頂いてくるよう弟様へ連絡するよう指示あり。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年10月2日　12：10　　
　氏　　名：柳沢　トシ　（やなぎさわ　とし）様
　生年月日：昭和12年10月9日(86歳)
　病　　名：知的障害、軽度認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr（サポート医：柞木田Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　生来知的障害を有しており、小・中学校は特殊学級に在籍。S35年～43年に
　統合失調症の病名にて八戸赤十字病院への入院歴があるが、詳細は不明。H12
　年11月1日より障害者支援施設東幸園に入所。H28年7月1日から同法人内のグル
　ープホーム東幸園へ移り、B型就労施設へも通っていた。H31年4月から身体機能
　の低下や認知機能の低下によりB型就労をやめ、東幸園の通所サービスを利用し
　ている。年齢相応の認知機能の低下はみられていたが、H31年6～7月頃より易怒
　性の亢進、幻視、被害的妄想が出現、物忘れ、夜間の不眠、大声等の症状が続
　き、かかりつけ医へ相談したところ、専門医での鑑別診断、治療を勧められ、
　R2.3.4当院初診。以後、当院への通院・服薬を継続している。R6年8月上旬に転
　倒にて労災病院入院となり、9月12日退院となっている。入院中に夜間の不眠、
　不穏あったようで入院中のみ、労災病院にて就床前薬を倍量服用していた経緯
　あり。退院後より易怒性あり、以前服用していたリスペリドンを頓服として処
　方している。朝、夕に服用しているが、その後も、物を叩く机を蹴飛ばす等の
　不穏興奮状態が強い。施設対応困難とのことで、薬剤調整の目的にて本日、東
　病棟に医療保護入院となる。
